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住民参加
島袋自治会 自治会長 喜納昌金

仲順自治会 自治会長 我如古誠

【提案】

住
民
自
治
の
推
進

　平成８年に創刊された北中城村議会だよ
りですが、今年で３０年目を迎え、今定例議
会号で１１３号を発刊することができました。
これもひとえに村民の皆様のご協力とご愛
読、そして、これまでの編集委員の皆様の取
組みのおかげだと感謝しております。
　そこで、「北中城村議会だより」として
発刊しておりました議会広報紙を、これまで
以上に住民自治の推進を図り、住民参加型の
議会だよりを推し進めるために、新たな名称
「北中城村みんなで会議みんなの議会」
として発刊することになりました。これまで以
上に、主権者たる村民一人一人の声を発信し
ていきますので、何卒宜しくお願いいたします。

　３月定例議会においては令和７年度の予算
並びに事業が決定されました。村の予算は村
民の予算で村民一人一人の事業、行政サービ
スになります。
　ということで、村民一人一人から政策提言提
案を頂きました。

◆若松橋交差点は交通量の多い
通学路になっている。安全上信号
機の設置を望む。
◆自主防災連絡協議会など
の立ち上げや村全体の防
災訓練の開催を望む。

◆地域猫が最近増えている。地域
猫を捕獲してくれる人が必要
だ。
◆村全体的な自主防災組織
の立ち上げ。
◆スポーツ施設の１回ご
との使用券の販売。
◆公民館の蛍光灯を
LEDへ変更を急いで
欲しい。

◆島袋公民館前の通りは、交通量
が多く停止線で止まらない車両
も多い。子ども達の出入り往来
もかなりある中で危険だ。道路
に注意喚起の看板やハンプ
の設置が必要。
◆議会との意見交換会の
定例化を望む。

北中城村商工会
副会長 生田健太

【提案】

安谷屋自治会
自治会長 棚原克也

【提案】

【提案】

◆村内企業・事業所の活性
化の為に、中小企業・小規
模企業振興基本条例の制
定を早く進めて欲しい。
◆基地内の子ども達と
文化交流を進め語学
力の強化に繋げて欲
しい。

北中城村商工会
会長 池間勝

【提案】

◆村内企業の業種や扱っている商
品、サービスなどを把握し、きめ
細かい発注をして、村内企業の
成長、育成につなげて欲しい。
◆和仁屋っ子クラブのよ
うな子ども達の居場所作
りになる取組みを村内全
域に広げて欲しい。

議会だよりの
名前が変わりました！
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大城老人会 会長 屋良和正 ６０代 大城在住

玉城商店 店長 饒波愛 ３０代 安谷屋在住 北中城小学校６年生 田場琥大郎 渡口在住

　春風がやさしく吹き抜けると同時に新年度もスタート
しました。入社、入学、新しい人事、意気込みを新たにする
季節！
　村民の皆さんから夢、目標そして明日のわくわくをイ
ンタビューしてきました。

イラスト　北中城村無形民俗文化財 熱田フェーヌシマ

シリーズ村民の声

私の目標が
　明日のわくわくに!
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新年度予算を問う！

ちょっと待った！

令和７年度予算

令和７年度当初予算に保育士処遇改善事業補助金と看護師配置事業費が計上されなかったことから当初
予算に計上するよう修正案が出された。採決の結果、修正案は反対多数で否決。
賛否の結果は以下の通り、尚、（議）議会議長並びに（予）予算審査特別委員会委員長は賛否に加わらない。

令和７年度一般会計予算は予算審査特別委員会が設置され、委
員長に喜屋武功委員、副委員長に比嘉悟委員を選任。
３月１１日、１３日、１４日、１７日、２５日の5日間に渡り、議長を除い
た全委員で審査を行った。
審査の結果、上間堅治委員より修正動議が出され、本委員会は

修正案を反対多数で否決。よって原案を賛成多数で附帯意見を付
して可決した。

①修正案に対する賛否 賛成４ 反対７　②原案に対する賛否 賛成７ 反対４

原案に対して修正案の動議が出て賛否がわかれました。

予算編成時に何度かヒアリングしたにも関わらず保育の現状を理解していない。また、各園に対して事業廃
止の報告を一方的にメールで通知するのは不誠実だ。財政状況を理由に事業を廃止とした後に補正で対応す
るという村当局の進め方は各認可園に混乱をもたらしている。また、補正で対応できなければ保育士が他の
市町村に流失し、そこで一番影響を受けるのは園児であり保護者である。よって、修正案に賛成である。

修正案賛成討論　屋良朝春委員 他２名

この事業については廃止を撤回し、令和７年度途中からの事業を継続するという答弁があり執行機関の誠
実性は明らかである。修正案はこの事業費を予備費から組み替えると言うが、予備費は自然災害等緊急的に
発生した事案に出されるものだ。また、年度当初から不用意に予備費の変更は賢明ではない。よって、修正案
に対して反対である。

修正案反対討論　比嘉悟委員 他１名
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令和７年度予算においては、予算編成時に２度のヒアリングを行うなど、これまで以上に苦慮し作成された
予算書である。
予算確定後、政治・経済・社会情勢の変化によって既定の予算書に追加、あるいは変更を加える必要性が

生じた場合に編成するのが補正予算である。みだりに補正を重ねると、年間予算としての当初予算の意義が
なくなり、財政運営の一貫性が失われることになる。
また、補助金等の削減についても相手方へ丁寧に説明されていたとは思えず、混乱が生じた。今後、このよ

うなことが生じることがないように予算編成には慎重かつ真摯に向き合い丁寧な説明に努めることを求める。
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私たちの予算は
こう使われる

令和７年度一般会計予算

■今年度、この事業を行う

◎妊婦のための支援給付事業・・・・・・・・1,200万円 
◎北中城小学校管理棟床改修工事・・・・６００万円 
◎防犯灯緊急整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２０万円 

安谷屋灌漑施設整備事業
４億2,600万円

公立学校情報機器整備事業
１億2,３00万円

安谷屋火の神保護対策事業
９５０万円

　令和７年３月定例議会は７日から２７日までの２１日間
の会期で開かれ、令和７年度の当初予算をはじめ条例
の制定や指定管理者の指定、第５次基本構想の策定等
が審議されました。一般会計の歳入歳出予算の総額は
９４億８千３百万円となり対前年度比６．３％増の過

去最高の予算額となった。
　国民健康保険特別会計２２億1千3百万
円、後期高齢者医療特別会計３億3千4
百万円、水道事業会計７億７千百万
円、下水道事業会計９億5千2百
万円を合わせると総額１３７億
5千5百万円となった。
　また、一般質問において
は、議長を除く全議員１２名
が登壇し行政を質しまし
た。

歳入歳出総額９４億８千３百万円

歳出
94億8,300万円

商工費1.6%

1.5億円

消防費3.2%

3.0億円

公債費4.5%

4.2億円

予備費等0.2%

0.2億円

議会費1.0%

1.0億円

総務費 15.9%

15.1億円

民生費 39.1%

37.1億円衛生費 11.7%

11.1億円

農林水産業費5.9%

5.6億円

土木費4.8%

4.6億円

教育費12.0%

11.4億円

歳入
94億8,300万円

村税28.6%

27.2億円

地方交付税
15.9%

15.1億円

国庫支出金
18.9%

18.0億円

県支出金
15.4%

14.6億円
繰入金4.7%

4.5億円

その他4.5%

4.3億円

村債1.4%

1.3億円

譲与税及び各種交付金
6.3%

6.0億円
施設等所在市町村
調整交付金等
3.4%
3.2億円
諸収入0.8%

0.8億円

◎村内公園遊具設置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７０万円
◎中学校スクールバス購入事業・・・・・・・・・・2,750万円
◎システム標準化・共通化事業・・・・・・１億2,000万円

用語説明
□灌漑施設：農地に水を供給するために整備された水利施設。

かんがい
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ル
と
流
水
阻
害
要
因

と
な
る
雑
木
の
除
去
や
伐
根

除
草
を
行
っ
て
い
る
。

　
我
が
村
で
、※
浚
渫

な
ど
県
に
要
請
し
て
い

る
箇
所
は
。

　
要
請
箇
所
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

　
過
去
に
村
内
で
、氾

濫
や
浸
水
被
害
が
出
た

箇
所
は
。　

平
成
25
年
度
以
降

５４
件
の
床
上
・
床
下
浸

水
が
発
生
し
て
い
る
。

　

　
琉
球
銀
行
北
中
城

支
店
前
の
側
溝
に
雑
木

が
生
え
て
い
る
。県
の
管
轄

用
語
説
明

※
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、群
衆（
ク
ラ
ウ
ド
）と
資
金
調
達（
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
）を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
不
特

定
多
数
の
人
々
か
ら
少
額
ず
つ
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
。

※
浚
渫（
し
ゅ
ん
せ
つ
）と
は
、水
底
を
さ
ら
っ
て
土
砂
な
ど
を
取
り
除
く

こ
と
。

問問

な
ら
早
め
の
要
請
を
望
む
。

　
県
の
方
に
要
請
す
る
。

　
総
務
省
の
防
災
・
減

災
対
策
の
緊
急
浚
渫
推

進
事
業
を
活
用
出
来
な
い
か
。

　
こ
れ
は
普
通
河
川
が

対
象
で
、県
内
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
活
用
し
た
箇

所
は
な
い
。

　
今
後
の
北
中
城
村

の
浸
水
対
策
は
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
雨

水
管
理
総
合
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
、令
和
８

年
度
ま
で
に
浸
水
想
定
区
域

図
を
作
成
し
、浸
水
対
策
の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

て
、体
力
の
維
持
・
向
上
、健

康
増
進
、体
力
増
進
に
努
め

た
い
。　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
利
用
で
き
る
公

園
へ
転
換
し
、村
内
の
公
園
を

健
康
器
具
系
公
園
に
し
て
は
。

　
総
合
的
に
勘
案
し

意
見
交
換
会
等
を
交

え
て
、進
め
て
い
け
れ
ば
と

思
う
。

　

※
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て

村
内
の
公
園
や
小
学
校
に
遊

具
を
設
置
し
て
は
。

　
積
極
的
に
進
め
ら

れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
令
和
６
年
１１
月
の
北

部
豪
雨
。令
和
７
年
１

月
の
沖
縄
市
で
の
大
雨
。我
が

詳細は
動画から
チェック!

答答答

答答答

答

答

答

答

問

問問

問問

問

問問

比嘉 悟　議員
ひが　　  さとる

遊具が撤去された校庭

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
山羊汁

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
那覇マラソン

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
防災力と地域力

クラウドファンディングで
村内に遊具を
村長　積極的に進められる

排
水
路
等
の
点
検
は

し
ゅ
ん
せ
つ
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北中城村議会　3月定例議会　一般質問 予算質疑
※議長を除く全委員から２８０の質疑がありました。紙面の都合上抜粋要約して掲載しております。

雇用サポートセンターの実績は。
川上 龍太 委員

相談件数１３０件、就職実績３件になる。答

費用対効果が見られない。問

ハローワークにもつないでいる。答

GIGA端末整備事業の件で修理に係る保険は。
屋良 朝春 委員

１年間はサポートがある。破損等の事案が多く
保険はない。
答

人間ドック助成金が5,000円減はなぜか。
大城 律也 委員

これまで特定健診の受診率も上がってきてい
たが、厳しい財政状況を背景に、近隣市町村の状
況も見て村長と相談して決めた。

答

多目的交流施設の建設予定地は駐車場問題
や渋滞問題があるが。

喜屋武 すま子 委員
様々な選択肢、方向性を探る必要がある。答

放課後子ども育成事業で待機児童解消
になるか。 山田 晴憲 委員
新１年生の受け入れは可能にな

るがニーズは高い状態にある。
答

修理に至るケースは何件あるか。問

過去５年間で２６件。答

ごみ収集運搬委託料の積算根拠は今の情勢
に叶ってるか。 比嘉 正志 委員
毎年の国や県の単価に基づいている。答

実際はその単価では厳しいと村内業者から声
が上がっている。
問

村内業者から理解を得ながら今の情勢に見合
うように進めていけるようにする。
答

現状のミバエ防除誘殺板は昨年本島北部で
発見されたセグロウリミバエにも対応するか。

喜屋武 功 委員
現在県の方で検証中

で、今後セグロウリミバエ
への対応は国・県の方から
指示がある。

答

観光費委託料が前年度比で1,741万円減の
理由は。 平安山 和美 委員
委託先との調整により事業の見直しをした。答

予算減の中で観光をどう盛り上げるのか。問

全体的に費用対効果が望めないものや観光協
会の負担になっているものを見直した。実施可能
な規模で進めている。

答

老朽化した仲順児童館や島袋児童館の
建替え計画は。 比嘉 悟 委員
今回は８１３万円の修

繕費だが、今後両児童
館の建替えに関する計
画を策定していきたい。

答

県の補助を利用して小中学校の給食費無償
化を進められないのか。 上間 堅治 委員
段階的に進めていきたいが現状よりも４８０万

円の負担増になる。
答

子どもの居場所運営業務の中で活動団体に
対して申請すれば補助は可能か。

比嘉 義弘 委員
任意団体でも可能だが審査し決定

する。
答

公園墓地閉館時に問題が発生した時の
対応は。 伊集 守吉 委員
異常が発生した時にはコントロールセンターで

確認し３０分圏内に常駐している警備員が現場へ向
かうシステムになっている。

答

用語説明
セグロウリミバエはハエ科の一種でウリ科の果実に寄生し
て被害を引き起す。

そこが聞きたい!
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公
園
は
憩
い
ま
た

は
遊
び
を
楽
し
む
た

め
に
公
開
さ
れ
、子
ど
も

に
と
っ
て
の
外
遊
び
は
、心

身
の
発
育
発
達
や
健
全
育

成
に
大
切
な
場
所
だ
と
考

え
る
。し
か
し
、近
年
、各

地
域
の
公
園
遊
具
は
、安

全
面
で
撤
去
が
続
い
て
い

る
。今
後
、北
中
城
村
の
公

園
環
境
を
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

　
令
和
７
年
度
予
算
に

お
い
て
、小
規
模
な
が

ら
遊
具
の
整
備
費
用
を
計
上

し
て
い
る
。

　
遊
具
の
減
少
に
よ

り
運
動
能
力
や
危
険

察
知
能
力
の
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
が
。

　
学
校
現
場
で
は
、教

育
活
動
全
体
を
通
し

村
の
排
水
路
等
の
点
検
は
。

　
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー

ル
と
流
水
阻
害
要
因

と
な
る
雑
木
の
除
去
や
伐
根

除
草
を
行
っ
て
い
る
。

　
我
が
村
で
、※
浚
渫

な
ど
県
に
要
請
し
て
い

る
箇
所
は
。

　
要
請
箇
所
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

　
過
去
に
村
内
で
、氾

濫
や
浸
水
被
害
が
出
た

箇
所
は
。　

平
成
25
年
度
以
降

５４
件
の
床
上
・
床
下
浸

水
が
発
生
し
て
い
る
。

　

　
琉
球
銀
行
北
中
城

支
店
前
の
側
溝
に
雑
木

が
生
え
て
い
る
。県
の
管
轄

用
語
説
明

※
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、群
衆（
ク
ラ
ウ
ド
）と
資
金
調
達（
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
）を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
不
特

定
多
数
の
人
々
か
ら
少
額
ず
つ
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
。

※
浚
渫（
し
ゅ
ん
せ
つ
）と
は
、水
底
を
さ
ら
っ
て
土
砂
な
ど
を
取
り
除
く

こ
と
。

問問

な
ら
早
め
の
要
請
を
望
む
。

　
県
の
方
に
要
請
す
る
。

　
総
務
省
の
防
災
・
減

災
対
策
の
緊
急
浚
渫
推

進
事
業
を
活
用
出
来
な
い
か
。

　
こ
れ
は
普
通
河
川
が

対
象
で
、県
内
下
水
道

事
業
に
つ
い
て
活
用
し
た
箇

所
は
な
い
。

　
今
後
の
北
中
城
村

の
浸
水
対
策
は
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
雨

水
管
理
総
合
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
、令
和
８

年
度
ま
で
に
浸
水
想
定
区
域

図
を
作
成
し
、浸
水
対
策
の

取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

て
、体
力
の
維
持
・
向
上
、健

康
増
進
、体
力
増
進
に
努
め

た
い
。　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
利
用
で
き
る
公

園
へ
転
換
し
、村
内
の
公
園
を

健
康
器
具
系
公
園
に
し
て
は
。

　
総
合
的
に
勘
案
し

意
見
交
換
会
等
を
交

え
て
、進
め
て
い
け
れ
ば
と

思
う
。

　

※
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て

村
内
の
公
園
や
小
学
校
に
遊

具
を
設
置
し
て
は
。

　
積
極
的
に
進
め
ら

れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
令
和
６
年
１１
月
の
北

部
豪
雨
。令
和
７
年
１

月
の
沖
縄
市
で
の
大
雨
。我
が

詳細は
動画から
チェック!

答答答

答答答

答

答

答

答

問

問問

問問

問

問問

比嘉 悟　議員
ひが　　  さとる

遊具が撤去された校庭

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
山羊汁

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
那覇マラソン

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
防災力と地域力

クラウドファンディングで
村内に遊具を
村長　積極的に進められる

排
水
路
等
の
点
検
は

し
ゅ
ん
せ
つ
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北中城村議会　3月定例議会　一般質問



　
投
票
率
低
下
は
今

に
始
ま
っ
た
事
で
は

な
い
、近
隣
の
市
町
村
で
は

選
挙
前
か
ら
横
断
幕
の
設

置
等
を
行
っ
て
い
る
。県
選

挙
管
理
委
員
会
で
は
公
報

で
※
子
連
れ
投
票
の
推
奨

を
行
っ
て
い
る
。子
連
れ
投

票
は
将
来
の
投
票
行
動
へ

の
評
価
も
出
さ
れ
て
お
り

主
権
者
教
育
と
し
て
も
重

要
で
は
な
い
か
。

　
他
市
町
村
や
県
選

挙
管
理
委
員
会
で
の

啓
発
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
、来
る
参
議
院
選
挙
で

は
検
討
し
た
い
。本
村
で
も

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
等
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
学
校

と
も
連
携
し
機
会
を
増
や

せ
れ
ば
と
思
う
。

　
広
報
誌
で
の
字

出
来
れ
ば
と
思
う
。

　
繰
入
金
や
基
金
積

立
は
大
幅
な
削
減
、会

計
年
度
任
用
職
員
も
10
人
不

採
用
、一
部
事
業
も
カ
ッ
ト

さ
れ
て
い
る
。村
長
選
挙
で

は
貯
金
は
十
分
に
あ
る
と
の

話
だ
が
、貯
金
は
な
く
こ
の

よ
う
な
状
況
に
至
っ
た
理
由

は
検
証
な
さ
れ
た
の
か
。

　
今
の
財
政
事
情
は
こ

れ
ま
で
に
な
い
状
況
で

あ
る
。ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
設
、ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ
等

基
金
を
積
み
立
て
る
必
要
が

あ
り
、総
合
的
に
勘
案
し
て

今
は
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
る
。実
質
公
債
比

率
に
債
務
負
担
行
為
も
含

め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

用
語
説
明

※
子
連
れ
投
票
と
は
、正
式
名
称
は「
親
子
連
れ
投
票
」主
権
者
教
育
の
必

要
性
が
高
ま
る
中
、子
ど
も
が
親
の
投
票
し
て
い
る
姿
を
見
る
事
は
投
票
の

疑
似
体
験
に
な
り
投
票
を
身
近
に
感
じ
る
き
っ
か
け
と
し
て
期
待
を
寄
せ

る
。2
0
1
5
年
に
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
法
改
正

に
合
わ
せ
て
、そ
れ
ま
で
幼
児
に
限
定
さ
れ
て
い
た
投
票
所
へ
の
立
ち
入
り

が
18
歳
未
満
の
子
ど
も
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。

問問

　
債
務
負
担
行
為
に

対
し
て
は
将
来
の
返
済

に
向
け
て
特
定
目
的
基
金
に

積
立
を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
7
年
度
は
積

立
を
行
わ
ず
逆
に
繰

入
し
て
い
る
が
。

　
予
算
編
成
上
厳
し

く
、当
初
で
は
見
送
り

し
た
が
年
度
途
中
の
決
算

余
剰
金
等
で
積
み
増
し
を

予
定
し
て
い
る
。

　
経
常
収
支
比
率
の

目
標
が
88
％
以
下
と

な
っ
て
い
る
。以
前
の
村

長
答
弁
は
87
％
は
危
険
ゾ
ー

ン
と
発
言
が
あ
る
が
、こ

の
目
標
に
は
疑
問
が
あ
る
。

　
88
％
以
下
で
と
い

う
事
。88
％
が
目
標
で

は
な
い
。

別
、年
齢
別
の
投
票
率
集

計
表
の
公
表
も
意
識
付
け
と

し
て
は
重
要
で
は
な
い
か
。

　
広
報
誌
へ
の
掲
載

は
問
題
な
い
と
思
わ

れ
る
。対
応
し
た
い
。

　
以
前
か
ら
関
係
機

関
の
報
告
で
本
村
の

今
後
の
財
政
状
況
は
厳
し
く

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。

令
和
7
年
度
の
予
算
は
本
当

に
厳
し
い
状
況
が
各
課
の

聞
き
取
り
か
ら
も
う
か
が

え
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
を

ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

　
今
ま
で
の
よ
う
な

予
算
編
成
で
は
今
後

厳
し
い
。良
好
な
予
算
編
成

と
は
言
え
な
い
、我
々
の
力

に
見
合
っ
た
予
算
編
成
が

詳細は
動画から
チェック!

答答答

答

答

答

答

問

問問

問

問上間 堅治 議員
うえま 　  けんじ

 

情報量が多い
沖縄県選挙管理委員会公報

投票率の低下 子連れ投票の推奨
村長　来る参議院選挙で検討

厳
し
い
令
和
7
年
度

予
算

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
シラスの卵かけごはん

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
日本一周

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
世代交代

北中城村議会　3月定例議会　一般質問
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所
の
拡
充
も
重
要
で
あ

る
。

　
①
は
投
票
管
理
者

や
立
会
人
の
配
置
等

か
ら
制
度
上
車
両
に
よ
る

移
動
投
票
の
実
施
は
厳
し

い
と
考
え
る
。コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
等
を
利
用
し
た

支
援
の
検
討
が
必
要
。②

に
つ
い
て
も
投
票
管
理

者
、立
会
人
等
の
確
保
、実

施
場
所
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
多
額
の
費
用
負
担
が

生
じ
、現
時
点
で
は
大
変

厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
t

続
け
る
た
め
に
は
、本
村

と
し
て
も
第
５
次
総
合

計
画
や
※
第
９
次
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
に
お
い

て
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
深
化
と
そ
の
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
選
挙
は
、村
民
が

主
権
者
と
し
て
政
治

に
参
加
す
る
最
も
重
要
で

基
本
的
な
機
会
で
あ
る
。

各
種
選
挙
の
投
票
率
は
低

下
傾
向
に
あ
る
。投
票
率

の
向
上
を
図
る
た
め
、高

齢
者
の
投
票
権
保
障
策
と

し
て
投
票
環
境
を
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
。①
車
両

に
よ
る
移
動
投
票
所
の
取

り
組
み
②
大
型
商
業
施
設

等
を
有
効
活
用
し
た
投
票

　
２
０
４
０
年
に
か

け
て
人
口
は
減
少
す

る
一
方
で
、65
歳
以
上
の

人
口
は
増
加
し
続
け
、団

塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と

な
り
、高
齢
化
の
進
行
が

さ
ら
に
深
刻
化
す
る
。社

会
保
障
費
の
増
加
や
医

療
・
介
護
需
要
の
拡
大
は

村
財
政
に
大
き
な
負
担
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。行
政
の
地
域
ご
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で

持
続
可
能
な
発
展
に
向
け

た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　
人
口
減
少
が
進
む

中
で
、自
治
会
活
動

に
は
様
々
な
影
響
が
出
て

く
る
。自
治
会
の
運
営
が

高
齢
化
の
進
行
が
さ
ら
に
深
刻
化

村
長
　
政
策・施
策
を
検
討
し
て
い
く

高齢者の元気が、村民の活力！公民館の活力！

問

問 問

用
語
説
明

※
第
９
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
は
、高
齢
者
が
尊
厳
を
保
ち
な
が

ら
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
多
様
な
社
会
参
加
や
、必
要

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
生
涯
に
わ
た
っ
て
出
来
る
だ
け
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
事
が
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
。

詳細は
動画から
チェック!

な
ど
で
人
々
の
参
加
を
促

す
と
と
も
に
、地
域
社
会

の
つ
な
が
り
を
保
つ
た

め
、新
し
い
方
法
を
模
索

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。自
治
会
と
行
政
が

一
緒
に
な
っ
て
政
策
・
施

策
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
要
介
護
者
や
認
知

症
高
齢
者
は
増
加
し

て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ

る
。介
護
家
族
の
負
担
、認

知
症
高
齢
者
の
徘
徊
、老
々

介
護
な
ど
多
く
の
問
題
が

発
生
す
る
。在
宅
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に
は
、医
療
・

介
護
・
予
防
・
地
域
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
一
体

的
に
提
供
す
る
体
制
が
必

要
で
あ
る
。

　
高
齢
者
が
在
宅
で

安
心
し
て
暮
ら
し

る
た
め
に
は
、新
し
い
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
に
な

る
。地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
Ｉ
Ｔ
技
術
の
導
入

難
し
く
な
る
こ
と
や
、地

域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。自
治
会
活
動
を
続
け

問

答

答

答

答

利
便
性
の
高
い
投
票

所
の
設
置
促
進

大城 律也　議員
おおしろ りつや

問

■
そ
の
他
に
、学
校
最
高
管

理
者
の
不
祥
事
事
案
と
、令

和
７
年
度
施
政
方
針
に
つ
い

て
も
質
問
を
し
ま
し
た
。

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
ゆし豆腐

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
三線演奏

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
みんなが主役の地域づ
くり・まちづくりに積極
的に参画できる自治会
活動の支援
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投
票
率
低
下
は
今

に
始
ま
っ
た
事
で
は

な
い
、近
隣
の
市
町
村
で
は

選
挙
前
か
ら
横
断
幕
の
設

置
等
を
行
っ
て
い
る
。県
選

挙
管
理
委
員
会
で
は
公
報

で
※
子
連
れ
投
票
の
推
奨

を
行
っ
て
い
る
。子
連
れ
投

票
は
将
来
の
投
票
行
動
へ

の
評
価
も
出
さ
れ
て
お
り

主
権
者
教
育
と
し
て
も
重

要
で
は
な
い
か
。

　
他
市
町
村
や
県
選

挙
管
理
委
員
会
で
の

啓
発
の
取
り
組
み
を
参
考

に
し
、来
る
参
議
院
選
挙
で

は
検
討
し
た
い
。本
村
で
も

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
等
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
学
校

と
も
連
携
し
機
会
を
増
や

せ
れ
ば
と
思
う
。

　
広
報
誌
で
の
字

出
来
れ
ば
と
思
う
。

　
繰
入
金
や
基
金
積

立
は
大
幅
な
削
減
、会

計
年
度
任
用
職
員
も
10
人
不

採
用
、一
部
事
業
も
カ
ッ
ト

さ
れ
て
い
る
。村
長
選
挙
で

は
貯
金
は
十
分
に
あ
る
と
の

話
だ
が
、貯
金
は
な
く
こ
の

よ
う
な
状
況
に
至
っ
た
理
由

は
検
証
な
さ
れ
た
の
か
。

　
今
の
財
政
事
情
は
こ

れ
ま
で
に
な
い
状
況
で

あ
る
。ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

建
設
、ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ
等

基
金
を
積
み
立
て
る
必
要
が

あ
り
、総
合
的
に
勘
案
し
て

今
は
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
る
。実
質
公
債
比

率
に
債
務
負
担
行
為
も
含

め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

用
語
説
明

※
子
連
れ
投
票
と
は
、正
式
名
称
は「
親
子
連
れ
投
票
」主
権
者
教
育
の
必

要
性
が
高
ま
る
中
、子
ど
も
が
親
の
投
票
し
て
い
る
姿
を
見
る
事
は
投
票
の

疑
似
体
験
に
な
り
投
票
を
身
近
に
感
じ
る
き
っ
か
け
と
し
て
期
待
を
寄
せ

る
。2
0
1
5
年
に
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
法
改
正

に
合
わ
せ
て
、そ
れ
ま
で
幼
児
に
限
定
さ
れ
て
い
た
投
票
所
へ
の
立
ち
入
り

が
18
歳
未
満
の
子
ど
も
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。

問問

　
債
務
負
担
行
為
に

対
し
て
は
将
来
の
返
済

に
向
け
て
特
定
目
的
基
金
に

積
立
を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
7
年
度
は
積

立
を
行
わ
ず
逆
に
繰

入
し
て
い
る
が
。

　
予
算
編
成
上
厳
し

く
、当
初
で
は
見
送
り

し
た
が
年
度
途
中
の
決
算

余
剰
金
等
で
積
み
増
し
を

予
定
し
て
い
る
。

　
経
常
収
支
比
率
の

目
標
が
88
％
以
下
と

な
っ
て
い
る
。以
前
の
村

長
答
弁
は
87
％
は
危
険
ゾ
ー

ン
と
発
言
が
あ
る
が
、こ

の
目
標
に
は
疑
問
が
あ
る
。

　
88
％
以
下
で
と
い

う
事
。88
％
が
目
標
で

は
な
い
。

別
、年
齢
別
の
投
票
率
集

計
表
の
公
表
も
意
識
付
け
と

し
て
は
重
要
で
は
な
い
か
。

　
広
報
誌
へ
の
掲
載

は
問
題
な
い
と
思
わ

れ
る
。対
応
し
た
い
。

　
以
前
か
ら
関
係
機

関
の
報
告
で
本
村
の

今
後
の
財
政
状
況
は
厳
し
く

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。

令
和
7
年
度
の
予
算
は
本
当

に
厳
し
い
状
況
が
各
課
の

聞
き
取
り
か
ら
も
う
か
が

え
る
。こ
の
よ
う
な
状
況
を

ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

　
今
ま
で
の
よ
う
な

予
算
編
成
で
は
今
後

厳
し
い
。良
好
な
予
算
編
成

と
は
言
え
な
い
、我
々
の
力

に
見
合
っ
た
予
算
編
成
が

詳細は
動画から
チェック!

答答答

答

答

答

答

問

問問

問

問上間 堅治 議員
うえま 　  けんじ

 

情報量が多い
沖縄県選挙管理委員会公報

投票率の低下 子連れ投票の推奨
村長　来る参議院選挙で検討

厳
し
い
令
和
7
年
度

予
算

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
シラスの卵かけごはん

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
日本一周

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
世代交代
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　な
ぜ
各
園
と
の
協

議
も
な
く
※
看
護
師

廃
止
事
業
、※
村
処
遇
改

善
事
業
の
廃
止
を
通
知

し
た
の
か
。

　予
算
を
編
成
す
る

上
で
事
業
の
継
続
は

厳
し
い
と
判
断
。事
前
に

各
施
設
と
協
議
を
し
て
い

な
い
。

　財
源
が
厳
し
い
と

い
う
理
由
で
説
明
も

な
く
一
方
的
に
打
ち
切

る
の
は
各
園
に
対
し
乱

暴
過
ぎ
る
の
で
は
。

　保
育
士
関
係
者
に

は
大
変
唐
突
だ
っ
た
。

再
度
審
議
・
協
議
し
、補

助
を
交
付
す
る
と
決
め

た
。

　こ
ど
も
未
来
課
が

　北
中
城
村
※
商
工

会
小
規
模
基
本
条
例

の
制
定
を
す
べ
き
だ
。

　必
要
性
等
を
勘
案

し
な
が
ら
、商
工
業

者
の
皆
さ
ん
の
育
成
に
つ

な
が
る
な
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。　い

つ
頃
の
制
定
を

考
え
る
か
。

　中
身
の
な
い
条
例

を
提
案
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。今
後
は
情
報

収
集
を
し
て
商
工
会
と
の

意
見
交
換
を
重
ね
て
条
例

の
制
定
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　商
工
会
が
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
を
協
賛
で

用
語
説
明

※
看
護
師
配
置
事
業
と
は
、村
内
認
可
保
育
園
施
設
に
対
し
看
護
師
を
配
置
し

た
際
に
月
5
万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
事
業
。

※
村
処
遇
改
善
事
業
と
は
、村
内
認
可
保
育
園
施
設
等
に
勤
務
保
育
士
に
対
し

月
5
千
円
を
助
成
す
る
事
業
。

※
商
工
会
小
規
模
基
本
条
例
と
は
、国
と
地
方
自
治
体
に
お
け
る
施
策
の
一
貫

性・継
続
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
相
互
補
完
を
図
り
、小
規
模
事
業
の
振
興

を
実
現
し
て
い
く
。

問問問

行
っ
て
い
る
が
今
後
は
村

政
か
ら
の
補
助
の
検
討
は
。

　い
ろ
ん
な
財
源
を

探
し
な
が
ら
支
援
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
。

で
き
て
園
と
の
調
整
、今

後
協
議
会
の
検
討
は
。

　本
来
は
設
置
す
べ

き
所
だ
が
、今
年
度

は
開
催
が
1
回
も
開
け
な

か
っ
た
。今
後
、事
前
に
調

整
し
て
会
議
に
も
出
席
し

て
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

　補
正
で
対
応
で
き

る
の
か
。令
和
8
年
度
事

業
の
継
続
は
。

　補
正
対
応
で
き
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。

次
年
度
以
降
に
つ
い
て
は

手
当
す
る
こ
と
は
我
々
と

し
て
は
考
え
て
い
る
。保

育
所
長
会
議
等
で
議
題
と

し
て
対
応
し
て
い
く
。

詳細は
動画から
チェック!

答答

答答

答

答

答

問問問

屋良 朝春 議員
やら 　    ともはる

保育士待遇、子育て支援の充実を
村長　再度審議・協議し補助交付を決定

■
そ
の
他
に
、村
産
品
推
進

事
業
、共
同
ま
ち
づ
く
り
、村

長
選
挙
に
つ
い
て
も
質
問
を

し
ま
し
た
。

商
工
会
に
つ
い
て

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
寿司

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
もう一度トップクラス

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
財源回復

問
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県
と
の
調
整
に
つ
い
て

も
、両
村
で
作
っ
た
こ
の
計

画
を
も
っ
て
協
議
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。策

定
委
員
会
を
３
回
実
施
し

ま
と
め
て
い
き
た
い
。そ
の

後
、県
と
の
調
整
に
入
り
た

い
。

　会
合
も
課
長
レ
ベ

ル
で
も
持
っ
て
い
る

よ
う
だ
が
、前
進
し
て
い

る
よ
う
な
感
は
受
け
る
と

思
い
ま
す
け
ど
、実
際
当

局
側
は
こ
の
ま
ち
づ
く
り

が
前
に
進
ん
で
い
る
よ
う

な
感
じ
は
受
け
る
か
。

　
　※
中
城
村
と
の
共
同

の
ま
ち
づ
く
り
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、中
城
城

跡
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
計
画
と
い
う
こ
と
で

位
置
づ
け
さ
れ
て
お
り
、本

村
と
中
城
村
と
は
こ
れ
ま

で
ず
っ
と
一
緒
に
な
っ
て

こ
の
計
画
策
定
に
尽
力
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
今
の
社
会

情
勢
に
お
い
て
、何
ら
問
題

な
く
生
き
る
こ
と
が
非
常
に

難
し
い
中
で
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
果
た
す
役
割

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。村

長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、北
中
城
村
に
お
け
る

状
況
は
ど
う
か
伺
う
。

　
民
生
委
員・児
童
委
員

の
存
在
は
大
き
く
、そ
の

任
務
は
重
い
も
の
と
理
解
し

て
い
る
。北
中
城
村
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
定
員
32
名

に
対
し
て
26
名
と
な
っ
て
お

り
、配
置
さ
れ
て
い
な
い
地

区
が
屋
宜
原
地
区
と
安
谷
屋

地
区
の
２
地
区
あ
る
。

少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
民
生
委
員
の
役
割

村
長
　
存
在
は
大
き
い

世界遺産の中城城跡

問

用
語
説
明

※
中
城
村
と
の
共
同
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
は
、住
民
生
活
を
持
続
可

能
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、世
界
遺
産
中
城
城
跡
を
核
に
、両
村
の
共
通

す
る
様
々
な
課
題
を
解
決
し
、両
村
の
特
性
や
独
自
性
、強
み
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
計
画
。具
体
的
に
は
、中
部

広
域
都
市
計
画
区
域
へ
の
移
行
を
両
村
で
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
く
。

詳細は
動画から
チェック!

と
だ
が
。

　
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
活
動
を
す
る

中
で
、や
は
り
無
報
酬
と
い

う
こ
と
は
大
変
厳
し
い
の

か
な
と
思
う
。人
権
擁
護
員

も
含
め
て
、こ
の
辺
を
も
う

少
し
国
も
配
慮
し
て
い
た

だ
き
た
い
な
と
思
う
。

　中
城
村
と
の
共
同

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、し
っ
か
り
前
に
進
め

よ
う
と
考
え
て
い
る
か
。中

城
村
の
新
村
長
も
当
選

し
、共
同
の
ま
ち
づ
く
り

構
想
を
訴
え
て
い
る
が
。

　
　
令
和
７
年
度
も
中

城
村
と
の
共
同
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
継
続

た
、民
生
委
員
法
第
10
条
に

お
い
て
、民
生
委
員
に
は
給

与
を
支
給
し
な
い
と
の
こ

　民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
な
る
の
は
何

か
資
格
が
必
要
な
の
か
。ま

問

答

答答

答

し
っ
か
り
進
め
よ

共
同
の
ま
ち
づ
く
り

問

問

比嘉 義弘　議員
ひが よしひろ

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
魚料理（バター焼き）

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
生涯現役

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
財源
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　な
ぜ
各
園
と
の
協

議
も
な
く
※
看
護
師

廃
止
事
業
、※
村
処
遇
改

善
事
業
の
廃
止
を
通
知

し
た
の
か
。

　予
算
を
編
成
す
る

上
で
事
業
の
継
続
は

厳
し
い
と
判
断
。事
前
に

各
施
設
と
協
議
を
し
て
い

な
い
。

　財
源
が
厳
し
い
と

い
う
理
由
で
説
明
も

な
く
一
方
的
に
打
ち
切

る
の
は
各
園
に
対
し
乱

暴
過
ぎ
る
の
で
は
。

　保
育
士
関
係
者
に

は
大
変
唐
突
だ
っ
た
。

再
度
審
議
・
協
議
し
、補

助
を
交
付
す
る
と
決
め

た
。

　こ
ど
も
未
来
課
が

　北
中
城
村
※
商
工

会
小
規
模
基
本
条
例

の
制
定
を
す
べ
き
だ
。

　必
要
性
等
を
勘
案

し
な
が
ら
、商
工
業

者
の
皆
さ
ん
の
育
成
に
つ

な
が
る
な
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。　い

つ
頃
の
制
定
を

考
え
る
か
。

　中
身
の
な
い
条
例

を
提
案
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。今
後
は
情
報

収
集
を
し
て
商
工
会
と
の

意
見
交
換
を
重
ね
て
条
例

の
制
定
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　商
工
会
が
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
を
協
賛
で

用
語
説
明

※
看
護
師
配
置
事
業
と
は
、村
内
認
可
保
育
園
施
設
に
対
し
看
護
師
を
配
置
し

た
際
に
月
5
万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
事
業
。

※
村
処
遇
改
善
事
業
と
は
、村
内
認
可
保
育
園
施
設
等
に
勤
務
保
育
士
に
対
し

月
5
千
円
を
助
成
す
る
事
業
。

※
商
工
会
小
規
模
基
本
条
例
と
は
、国
と
地
方
自
治
体
に
お
け
る
施
策
の
一
貫

性・継
続
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
相
互
補
完
を
図
り
、小
規
模
事
業
の
振
興

を
実
現
し
て
い
く
。

問問問

行
っ
て
い
る
が
今
後
は
村

政
か
ら
の
補
助
の
検
討
は
。

　い
ろ
ん
な
財
源
を

探
し
な
が
ら
支
援
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
。

で
き
て
園
と
の
調
整
、今

後
協
議
会
の
検
討
は
。

　本
来
は
設
置
す
べ

き
所
だ
が
、今
年
度

は
開
催
が
1
回
も
開
け
な

か
っ
た
。今
後
、事
前
に
調

整
し
て
会
議
に
も
出
席
し

て
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

　補
正
で
対
応
で
き

る
の
か
。令
和
8
年
度
事

業
の
継
続
は
。

　補
正
対
応
で
き
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。

次
年
度
以
降
に
つ
い
て
は

手
当
す
る
こ
と
は
我
々
と

し
て
は
考
え
て
い
る
。保

育
所
長
会
議
等
で
議
題
と

し
て
対
応
し
て
い
く
。

詳細は
動画から
チェック!

答答

答答

答

答

答

問問問

屋良 朝春 議員
やら 　    ともはる

保育士待遇、子育て支援の充実を
村長　再度審議・協議し補助交付を決定

■
そ
の
他
に
、村
産
品
推
進

事
業
、共
同
ま
ち
づ
く
り
、村

長
選
挙
に
つ
い
て
も
質
問
を

し
ま
し
た
。

商
工
会
に
つ
い
て

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
寿司

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
もう一度トップクラス

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
財源回復

問
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我
が
村
は
英
語
に

特
化
し
た
事
業
が
多

い
が
、も
っ
と
他
の
人
材

育
成
事
業
も
進
め
る
べ
き

だ
。沖
縄
県
は
子
ど
も
の

貧
困
、貧
困
の
連
鎖
等
が

あ
る
。そ
れ
を
解
決
す
る

た
め
に
公
営
塾
も
検
討
す

べ
き
。他
の
市
町
村
で
は

一
括
交
付
金
や
防
衛
予
算

を
使
い
公
営
塾
を
し
て
い

る
。

　

　財
政
的
な
面
も
あ

る
が
検
討
す
る
余
地

は
あ
る
。

　
今
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
い
て
は
デ
ジ
タ
ル

教
育
に
よ
る
学
習
効
果
の

低
下
や
脳
の
働
き
へ
の
弊

害
等
が
報
告
さ
れ
、規
制

や
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。そ
う
い
う
状
況
に

も
関
わ
ら
ず
日
本
に
お
い

て
は
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

導
入
な
ど
教
育
現
場
へ
の

デ
ジ
タ
ル
依
存
が
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。様
々
な
も
の

を
加
味
し
て
教
育
政
策
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　危
機
的
な
状
況
に

つ
い
て
は
承
知
し
て

い
な
か
っ
た
。も
っ
と
教
育

委
員
会
と
話
し
合
い
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
全
国
の
消
防
本
部
や

消
防
署
で
2
0
2
3

年
度
に
暴
力
や
性
的
嫌
が
ら

せ
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

為
が
少
な
く
と
も
1
7
6
件

発
生
し
、幹
部
級
を
含
む

2
0
6
名
が
懲
戒
処
分
さ
れ

て
い
た
と
総
務
省
消
防
庁
の

調
べ
で
分
か
っ
た
が
、中
北

消
防
本
部
に
お
い
て
、過
去

５
年
間
で
定
年
を
前
に
※
勧

奨
退
職
３
名
、自
己
都
合
退

職
者
７
名
の
職
員
が
辞
め
て

い
る
。中
城
村
、北
中
城
村
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
大
切

な
人
材
を
こ
れ
だ
け
失
う
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、中
北

消
防
本
部
の
管
理
者
は
中

城
村
長
、副
管
理
者
は
北

中
城
村
長
だ
が
、ど
う
捉

中
北
消
防
で
１０
名
の
人
材
を
失
っ
た

村
長
　大
変
憂
慮
す
べ
き
こ
と

日々村民のために頑張る消防職員

問

用
語
説
明

※
勧
奨
退
職
と
は
、労
働
者
の
自
発
的
な
意
思
に
よ
る
も
の
を
促
す
点

で
、使
用
者
、労
働
者
の
双
方
の
合
意
に
よ
る
も
の
。

詳細は
動画から
チェック!

が
あ
る
。な
ぜ
辞
め
た
の
か

し
っ
か
り
調
べ
る
必
要
が

あ
る
。職
員
の
安
全
か
つ
健

康
に
働
け
る
職
場
環
境
を

確
保
す
る
と
い
う
の
は
、管

理
者
、副
管
理
者
の
義
務

だ
。1
人
の
消
防
職
員
が
辞

め
た
か
ら
1
人
新
た
に
入

れ
る
と
言
う
簡
単
な
話
で

は
な
い
。1
人
の
職
員
を
任

せ
ら
れ
る
ま
で
に
育
て
る

の
に
５
年
か
か
る
と
い
う
。

　我
々
管
理
者
、副

管
理
者
も
入
っ
て

し
っ
か
り
と
そ
れ
は
調
査

を
し
て
い
く
。ま
た
、内
部

で
の
調
査
と
い
う
の
は
な

か
な
か
難
し
い
も
の
が
あ

る
の
で
、今
回
は
両
村
の
村

長
部
局
か
ら
選
定
し
て
調

査
も
し
て
い
き
ま
す
。

と
に
対
し
て
調
査
す
る
。

　
若
く
し
て
安
定
し

た
仕
事
を
去
る
と
言

う
の
は
、よ
っ
ぽ
ど
の
理
由

え
る
か
。　大

変
憂
慮
す
べ
き
も

の
だ
。こ
れ
だ
け
頻
繁

に
職
員
が
替
わ
っ
て
い
る
こ

問

問

答

答

答

答

デ
ジ
タ
ル
教
育
の

危
険
性

問 喜屋武 功　議員
きゃん いさお

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
ロッテ霧の箱舟

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
北中城村に世界企業を
誘致

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
政治的突破力

■
そ
の
他
に
、①
保
育
子
育

て
事
業
を
後
退
さ
せ
る
な

②
地
域
防
犯
対
策
③
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

と
仕
事
の
地
産
地
消
④
議
員

報
酬
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
も
質
問
を
し
ま
し
た
。
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　村
内
認
可
保
育
施

設
に
お
け
る
、両
事

業
の
廃
止
理
由
は
。

　
保
育
士
処
遇
改
善

事
業
は
保
育
士
に
月

5
千
円
を
助
成
、看
護
師
配

置
事
業
は
補
助
と
し
て
月

5
万
円
を
上
限
に
助
成
す

る
事
業
。い
ず
れ
も
村
内
認

可
保
育
園
施
設
を
対
象
と

し
た
一
般
財
源
に
よ
る
村

独
自
の
補
助
事
業
で
あ
る
。

当
初
予
算
を
編
成
す
る
上

で
、厳
し
い
村
の
財
政
状

況
か
ら
事
業
廃
止
と
し
た

が
、そ
の
後
、村
内
施
設
の

状
況
や
寄
せ
ら
れ
た
意
見

等
を
鑑
み
、事
業
の
廃
止
を

撤
回
し
、令
和
７
年
度
の
事

業
を
継
続
す
る
方
針
と
し

た
。充
当
で
き
る
財
源
を
調

査
し
つ
つ
各
施
設
と
意
見

交
換
し
、有
効
な
支
援
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

し
い
中
で
、本
村
の
補
助

も
考
え
を
持
た
な
い
と
補

助
の
良
い
他
市
町
村
へ
流

れ
て
し
ま
う
。補
正
予
算

で
対
応
す
る
話
だ
が
、ぜ
ひ

当
初
か
ら
組
ん
で
頂
き
た

い
。こ
れ
が
子
ど
も
た
ち

の
未
来
、北
中
城
村
を
支

え
て
い
く
人
材
の
未
来
に

繋
が
る
と
思
う
。

　
斟
酌
し
た
い
。限
ら

れ
た
財
源
を
ど
う
有

効
に
使
う
か
が
課
題
。こ
れ

か
ら
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
。

　

　行
政
が
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
業

務
の
効
率
化
、サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。今
後

用
語
説
明

※
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
物
質
に

さ
ら
さ
れ
た
後
に
起
こ
る
反
応
。そ
の
中
で
も
重
症
な
場
合
で
、す
ぐ
に
治
療

を
し
な
け
れ
ば
命
を
落
と
す
こ
と
が
あ
る
。

問

の
方
針
、村
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
。

　
行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
手

続
き
の
方
法
が
増
え
る
こ
と

で
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
申

請
で
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
利
便
性
が
図
ら
れ
る
。

　
本
村
は
特
定
防
衛

施
設
関
連
市
町
村
に

該
当
。法
律
で
様
々
な
施

策
、助
成
を
受
け
る
事
が

で
き
る
が
要
請
の
頻
度
は
。

予
算
獲
得
を
是
非
や
る
べ

き
だ
。　

防
衛
局
職
員
と
の

懇
談
会
を
次
年
度

早
々
に
実
現
し
た
い
。

　怪
我
、感
染
症
、ア

レ
ル
ギ
ー
、※
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
等

へ
の
対
応
が
必
要
な
児
童

に
対
し
て
、看
護
師
が
勤
務

し
て
い
る
事
で
即
対
応
、即

解
決
に
繋
が
る
が
。

　
関
係
機
関
等
と
の

連
携
で
対
応
可
能
で
は

な
い
か
。　保

育
士
処
遇
改
善

事
業
を
廃
止
す
る
事
で
、保

育
士
確
保
が
難
し
く
な
り

待
機
児
童
が
増
え
て
し
ま

う
。ま
さ
に
悪
循
環
。本
村

が
こ
ど
も
未
来
課
を
設
置

し
た
事
、村
長
の
施
政
方

針
と
全
く
違
う
が
。

　
担
当
課
と
協
議
し

て
、次
年
度
以
降
対

処
す
る
。

　
保
育
士
確
保
が
厳

詳細は
動画から
チェック!

答答

答

答

答

答

問問

問

問

問

川上 龍太 議員
かわかみ  りょうた

公立認定こども園 第２庁舎

村処遇改善事業、看護師配置事業の
廃止理由は
村長　斟酌したい

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
焼肉

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
世界一周

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
予算の確保と財政の安定、
陸上競技場等のスポーツ
施設、子ども達が遊びやす
い公園整備、子ども食堂

行
政
の
D
X
化
の

進
捗
は

基
地
周
辺
対
策
事
業

の
活
用
を

しんしゃく

北中城村議会　3月定例議会　一般質問
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　村
内
認
可
保
育
施

設
に
お
け
る
、両
事

業
の
廃
止
理
由
は
。

　
保
育
士
処
遇
改
善

事
業
は
保
育
士
に
月

5
千
円
を
助
成
、看
護
師
配

置
事
業
は
補
助
と
し
て
月

5
万
円
を
上
限
に
助
成
す

る
事
業
。い
ず
れ
も
村
内
認

可
保
育
園
施
設
を
対
象
と

し
た
一
般
財
源
に
よ
る
村

独
自
の
補
助
事
業
で
あ
る
。

当
初
予
算
を
編
成
す
る
上

で
、厳
し
い
村
の
財
政
状

況
か
ら
事
業
廃
止
と
し
た

が
、そ
の
後
、村
内
施
設
の

状
況
や
寄
せ
ら
れ
た
意
見

等
を
鑑
み
、事
業
の
廃
止
を

撤
回
し
、令
和
７
年
度
の
事

業
を
継
続
す
る
方
針
と
し

た
。充
当
で
き
る
財
源
を
調

査
し
つ
つ
各
施
設
と
意
見

交
換
し
、有
効
な
支
援
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

し
い
中
で
、本
村
の
補
助

も
考
え
を
持
た
な
い
と
補

助
の
良
い
他
市
町
村
へ
流

れ
て
し
ま
う
。補
正
予
算

で
対
応
す
る
話
だ
が
、ぜ
ひ

当
初
か
ら
組
ん
で
頂
き
た

い
。こ
れ
が
子
ど
も
た
ち

の
未
来
、北
中
城
村
を
支

え
て
い
く
人
材
の
未
来
に

繋
が
る
と
思
う
。

　
斟
酌
し
た
い
。限
ら

れ
た
財
源
を
ど
う
有

効
に
使
う
か
が
課
題
。こ
れ

か
ら
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
。

　

　行
政
が
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
業

務
の
効
率
化
、サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。今
後

用
語
説
明

※
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
物
質
に

さ
ら
さ
れ
た
後
に
起
こ
る
反
応
。そ
の
中
で
も
重
症
な
場
合
で
、す
ぐ
に
治
療

を
し
な
け
れ
ば
命
を
落
と
す
こ
と
が
あ
る
。

問

の
方
針
、村
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
。

　
行
政
手
続
き
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
手

続
き
の
方
法
が
増
え
る
こ
と

で
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
申

請
で
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
利
便
性
が
図
ら
れ
る
。

　
本
村
は
特
定
防
衛

施
設
関
連
市
町
村
に

該
当
。法
律
で
様
々
な
施

策
、助
成
を
受
け
る
事
が

で
き
る
が
要
請
の
頻
度
は
。

予
算
獲
得
を
是
非
や
る
べ

き
だ
。　

防
衛
局
職
員
と
の

懇
談
会
を
次
年
度

早
々
に
実
現
し
た
い
。

　怪
我
、感
染
症
、ア

レ
ル
ギ
ー
、※
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
等

へ
の
対
応
が
必
要
な
児
童

に
対
し
て
、看
護
師
が
勤
務

し
て
い
る
事
で
即
対
応
、即

解
決
に
繋
が
る
が
。

　
関
係
機
関
等
と
の

連
携
で
対
応
可
能
で
は

な
い
か
。　保

育
士
処
遇
改
善

事
業
を
廃
止
す
る
事
で
、保

育
士
確
保
が
難
し
く
な
り

待
機
児
童
が
増
え
て
し
ま

う
。ま
さ
に
悪
循
環
。本
村

が
こ
ど
も
未
来
課
を
設
置

し
た
事
、村
長
の
施
政
方

針
と
全
く
違
う
が
。

　
担
当
課
と
協
議
し

て
、次
年
度
以
降
対

処
す
る
。

　
保
育
士
確
保
が
厳

詳細は
動画から
チェック!

答答

答

答

答

答

問問

問

問

問

川上 龍太 議員
かわかみ  りょうた

公立認定こども園 第２庁舎

村処遇改善事業、看護師配置事業の
廃止理由は
村長　斟酌したい

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
焼肉

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
世界一周

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
予算の確保と財政の安定、
陸上競技場等のスポーツ
施設、子ども達が遊びやす
い公園整備、子ども食堂

行
政
の
D
X
化
の

進
捗
は

基
地
周
辺
対
策
事
業

の
活
用
を

しんしゃく

北中城村議会　3月定例議会　一般質問
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　※
ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ

緑
地
ひ
ろ
ば
は
一
般

開
放
さ
れ
て
い
る
。青
々
と

し
た
芝
生
が
広
が
り
見
晴
ら

し
も
よ
く
、散
歩
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
は
最
適
で
、ト
イ

レ
も
完
備
さ
れ
て
い
る
。知

ら
な
い
村
民
が
多
い
気
が

す
る
。村
民
の
健
康
維
持
の

た
め
に
も
周
知
し
て
は
。

　

　村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
窓
口
で
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
て
い
る
。他
の
方

法
で
も
周
知
で
き
る
か
検

討
し
、村
民
に
使
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
進
め
た
い
。

　
東
西
線
は
全
体
的

に
白
線
ラ
イ
ン
が
消

え
た
り
薄
く
な
っ
て
い
る
。

特
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
入
り

口
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
線

に
入
る
中
央
線
、右
折
線
は

完
全
に
消
え
て
い
る
。安
全

性
か
ら
も
早
急
に
白
線
ラ

イ
ン
を
引
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

　今
回
の
場
所
は
管

理
者
対
応
が
可
能
な

の
で
、来
年
度
実
施
に
向
け

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
中
央
公
民
館
の
駐

車
場
は
白
線
ラ
イ
ン

が
確
認
で
き
な
い
箇
所
が
あ

る
。白
線
ラ
イ
ン
を
引
い
て

駐
車
場
の
安
全
性
向
上
及
び

利
用
効
率
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

　職
員
で
応
急
的
に

行
っ
て
お
り
、整
備
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。検
討
し
て
安
全
性

及
び
利
用
効
率
の
向
上
に
努

め
る
。　

駐
車
場
に
は
３
ヶ

所
の
花
壇
が
あ
る
。

駐車場内に設置されている危険な花壇

問問

用
語
説
明

※
ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ
緑
地
ひ
ろ
ば
と
は
、平
成
25
年
に
公
表
さ
れ
た「
沖

縄
統
合
計
画
」で
返
還
予
定
地
と
な
っ
て
い
る
ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ
住
宅

地
区
を
返
還
ま
で
の
間
、日
米
の
共
同
使
用
と
い
う
形
で
緑
地
ひ
ろ
ば

と
し
て
一
般
開
放
す
る
沖
縄
防
衛
局
の
取
組
み
。

詳細は
動画から
チェック!

中
央
付
近
に
設
置
さ
れ
て

い
る
も
の
に
は
ぶ
つ
か
っ

た
跡
が
あ
る
。大
変
危
険
だ

と
思
う
が
花
壇
は
必
要
か
。

　景
観
上
の
観
点
か

ら
設
置
さ
れ
て
い

る
。夜
間
の
利
用
者
に
は
危

険
な
要
素
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。村
長
部
局
と
教
育

委
員
会
で
話
合
い
た
い
。

　
社
協
の
入
り
口
は

街
灯
が
な
く
と
て
も

暗
い
。ハ
ブ
を
見
た
こ
と
が

あ
る
ら
し
い
。安
全
の
た
め

に
も
街
灯
の
設
置
は
必
要

だ
と
思
う
が
。　

　災
害
時
に
は
避
難

場
所
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。優
先
順
位
を
見
極

め
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問

問

答

答答

答

答 ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ
緑
地

ひ
ろ
ば
使
用
の
周
知
を

イ
オ
ン
モ
ー
ル
南
通
り

の
安
全
性
の
確
保
を

問

伊集 守吉　議員
いじゅ しゅきち

中
央
公
民
館
駐
車
場
内
の
花
壇
は

危
険
だ

教
育
長
　撤
去
に
つ
い
て
は
村
長
部
局
と
話
合
い
た
い

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
山羊汁

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
ゴルフのスコア90

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
袋地が多い、道路整備を
しっかりやってほしい
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　本
村
の
歴
史
の
ま

ち
づ
く
り
の
概
要
は
。

　※
歴
史
的
風
致
を
維

持
し
な
が
ら
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。こ

の
ま
ち
づ
く
り
は
、中
城
村

と
の
共
同
の
ま
ち
づ
く
り

の
中
で
も
、重
要
な
位
置
づ

け
を
持
っ
て
い
る
。中
城
村

で
は
、グ
ス
ク
の
整
備
。本

村
は
そ
の
周
辺
の
集
落
の

保
全
を
し
て
い
く
。

　人
生
1
0
0
年
時

代
、す
べ
て
の
人
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に

学
び
続
け
る
生
涯
学
習
の

実
現
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

　
沖
縄
県
内
の
生
涯
学

習
に
関
す
る
講
座
、イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
提
供
す

る
。「
ま
な
び
ネ
ッ
ト
お
き
な

　
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
体
制
と
は
。

　
高
齢
者
の
尊
厳
の

保
持
と
自
立
生
活
の

支
援
を
目
的
と
し
、自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
地
域
の
包
括
的
な

支
援
を
行
う
。

　
村
民
の
暮
ら
し
を

重
視
し
た
観
光
地
形

成
と
は
。

　
地
域
の
人
々
が
築

き
上
げ
た
歴
史
や
文

化
、自
然
が
数
多
く
存
在

し
て
い
る
。地
域
の
人
々
の

幸
福
度
を
観
光
客
に
肌
で

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

観
光
地
づ
く
り
と
併
せ
て

用
語
説
明

※
歴
史
的
風
致
と
は
、地
域
の
歴
史
や
伝
統
を
反
映
し
た
人
々
の
活
動
と
、歴

史
上
価
値
の
高
い
建
造
物
や
そ
の
周
辺
の
市
街
地
が
一
体
と
な
っ
た
良
好
な

市
街
地
の
環
境
。

問問

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
支
援
の
進

捗
状
況
は
。

　
自
主
防
災
組
織
が

果
た
す
役
割
は
、個
々

の
家
庭
や
地
域
全
体
が
災
害

に
対
し
て
準
備
を
整
え
、困

難
な
状
況
で
も
助
け
合
い
な

が
ら
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
む
。現
在
は
7
自

治
会
が
設
置
。今
後
2
自
治

会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

わ
」や
、村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

生
涯
学
習
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講

座
が
あ
る
。

　本
村
の
生
涯
学
習
オ

ン
デ
マ
ン
ド
講
座
が
、令

和
4
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

て
い
る
。内
容
も
、筋
ト
レ

や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
作
成
。

ズ
ー
ム
会
議
の
仕
方
。腸
活

料
理
。か
ぎ
や
で
風
の
踊
り

方
な
ど
が
あ
る
。今
後
村
民

へ
の
周
知
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
現
時
点
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
み
だ
が
、今

後
は
村
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
進
め

た
い
。

詳細は
動画から
チェック!

答

答答

答答

答

問

問

問問

平安山 和美 議員
へんざん 　    かずみ

本村の生涯学習事業

■
そ
の
他
に
、生
理
用
品
の

備
蓄
状
況
等
に
つ
い
て
も
質

問
を
し
ま
し
た
。

北中城村歴史のまちづくりの概要は
教育長　歴史的風致を維持しながら
　　　　展開をしていく

村
民
の
暮
ら
し
を

重
視

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
グラタン

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
クルーズ船旅行

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
子どもの権利に関する
条例を制定
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　※
ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ

緑
地
ひ
ろ
ば
は
一
般

開
放
さ
れ
て
い
る
。青
々
と

し
た
芝
生
が
広
が
り
見
晴
ら

し
も
よ
く
、散
歩
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
は
最
適
で
、ト
イ

レ
も
完
備
さ
れ
て
い
る
。知

ら
な
い
村
民
が
多
い
気
が

す
る
。村
民
の
健
康
維
持
の

た
め
に
も
周
知
し
て
は
。

　

　村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
窓
口
で
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
て
い
る
。他
の
方

法
で
も
周
知
で
き
る
か
検

討
し
、村
民
に
使
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
進
め
た
い
。

　
東
西
線
は
全
体
的

に
白
線
ラ
イ
ン
が
消

え
た
り
薄
く
な
っ
て
い
る
。

特
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
入
り

口
や
イ
オ
ン
モ
ー
ル
東
線

に
入
る
中
央
線
、右
折
線
は

完
全
に
消
え
て
い
る
。安
全

性
か
ら
も
早
急
に
白
線
ラ

イ
ン
を
引
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

　今
回
の
場
所
は
管

理
者
対
応
が
可
能
な

の
で
、来
年
度
実
施
に
向
け

て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
中
央
公
民
館
の
駐

車
場
は
白
線
ラ
イ
ン

が
確
認
で
き
な
い
箇
所
が
あ

る
。白
線
ラ
イ
ン
を
引
い
て

駐
車
場
の
安
全
性
向
上
及
び

利
用
効
率
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

　職
員
で
応
急
的
に

行
っ
て
お
り
、整
備
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。検
討
し
て
安
全
性

及
び
利
用
効
率
の
向
上
に
努

め
る
。　

駐
車
場
に
は
３
ヶ

所
の
花
壇
が
あ
る
。

駐車場内に設置されている危険な花壇

問問

用
語
説
明

※
ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ
緑
地
ひ
ろ
ば
と
は
、平
成
25
年
に
公
表
さ
れ
た「
沖

縄
統
合
計
画
」で
返
還
予
定
地
と
な
っ
て
い
る
ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ
住
宅

地
区
を
返
還
ま
で
の
間
、日
米
の
共
同
使
用
と
い
う
形
で
緑
地
ひ
ろ
ば

と
し
て
一
般
開
放
す
る
沖
縄
防
衛
局
の
取
組
み
。

詳細は
動画から
チェック!

中
央
付
近
に
設
置
さ
れ
て

い
る
も
の
に
は
ぶ
つ
か
っ

た
跡
が
あ
る
。大
変
危
険
だ

と
思
う
が
花
壇
は
必
要
か
。

　景
観
上
の
観
点
か

ら
設
置
さ
れ
て
い

る
。夜
間
の
利
用
者
に
は
危

険
な
要
素
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。村
長
部
局
と
教
育

委
員
会
で
話
合
い
た
い
。

　
社
協
の
入
り
口
は

街
灯
が
な
く
と
て
も

暗
い
。ハ
ブ
を
見
た
こ
と
が

あ
る
ら
し
い
。安
全
の
た
め

に
も
街
灯
の
設
置
は
必
要

だ
と
思
う
が
。　

　災
害
時
に
は
避
難

場
所
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
。優
先
順
位
を
見
極

め
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問

問

答

答答

答

答 ロ
ウ
ワ
ー
プ
ラ
ザ
緑
地

ひ
ろ
ば
使
用
の
周
知
を

イ
オ
ン
モ
ー
ル
南
通
り

の
安
全
性
の
確
保
を

問

伊集 守吉　議員
いじゅ しゅきち

中
央
公
民
館
駐
車
場
内
の
花
壇
は

危
険
だ

教
育
長
　撤
去
に
つ
い
て
は
村
長
部
局
と
話
合
い
た
い

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
山羊汁

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
ゴルフのスコア90

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
袋地が多い、道路整備を
しっかりやってほしい

〈14〉

北中城村議会　3月定例議会　一般質問

　本
村
の
歴
史
の
ま

ち
づ
く
り
の
概
要
は
。

　※
歴
史
的
風
致
を
維

持
し
な
が
ら
様
々
な

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。こ

の
ま
ち
づ
く
り
は
、中
城
村

と
の
共
同
の
ま
ち
づ
く
り

の
中
で
も
、重
要
な
位
置
づ

け
を
持
っ
て
い
る
。中
城
村

で
は
、グ
ス
ク
の
整
備
。本

村
は
そ
の
周
辺
の
集
落
の

保
全
を
し
て
い
く
。

　人
生
1
0
0
年
時

代
、す
べ
て
の
人
が
生

涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に

学
び
続
け
る
生
涯
学
習
の

実
現
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

　
沖
縄
県
内
の
生
涯
学

習
に
関
す
る
講
座
、イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
提
供
す

る
。「
ま
な
び
ネ
ッ
ト
お
き
な

　
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
体
制
と
は
。

　
高
齢
者
の
尊
厳
の

保
持
と
自
立
生
活
の

支
援
を
目
的
と
し
、自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
地
域
の
包
括
的
な

支
援
を
行
う
。

　
村
民
の
暮
ら
し
を

重
視
し
た
観
光
地
形

成
と
は
。

　
地
域
の
人
々
が
築

き
上
げ
た
歴
史
や
文

化
、自
然
が
数
多
く
存
在

し
て
い
る
。地
域
の
人
々
の

幸
福
度
を
観
光
客
に
肌
で

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

観
光
地
づ
く
り
と
併
せ
て

用
語
説
明

※
歴
史
的
風
致
と
は
、地
域
の
歴
史
や
伝
統
を
反
映
し
た
人
々
の
活
動
と
、歴

史
上
価
値
の
高
い
建
造
物
や
そ
の
周
辺
の
市
街
地
が
一
体
と
な
っ
た
良
好
な

市
街
地
の
環
境
。

問問

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
。

　
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
支
援
の
進

捗
状
況
は
。

　
自
主
防
災
組
織
が

果
た
す
役
割
は
、個
々

の
家
庭
や
地
域
全
体
が
災
害

に
対
し
て
準
備
を
整
え
、困

難
な
状
況
で
も
助
け
合
い
な

が
ら
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
む
。現
在
は
7
自

治
会
が
設
置
。今
後
2
自
治

会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

わ
」や
、村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

生
涯
学
習
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講

座
が
あ
る
。

　本
村
の
生
涯
学
習
オ

ン
デ
マ
ン
ド
講
座
が
、令

和
4
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

て
い
る
。内
容
も
、筋
ト
レ

や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
作
成
。

ズ
ー
ム
会
議
の
仕
方
。腸
活

料
理
。か
ぎ
や
で
風
の
踊
り

方
な
ど
が
あ
る
。今
後
村
民

へ
の
周
知
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
現
時
点
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
み
だ
が
、今

後
は
村
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
進
め

た
い
。

詳細は
動画から
チェック!

答

答答

答答

答

問

問

問問

平安山 和美 議員
へんざん 　    かずみ

本村の生涯学習事業

■
そ
の
他
に
、生
理
用
品
の

備
蓄
状
況
等
に
つ
い
て
も
質

問
を
し
ま
し
た
。

北中城村歴史のまちづくりの概要は
教育長　歴史的風致を維持しながら
　　　　展開をしていく

村
民
の
暮
ら
し
を

重
視

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
グラタン

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
クルーズ船旅行

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
子どもの権利に関する
条例を制定

北中城村議会　3月定例議会　一般質問
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　中
央
公
民
館
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
停

の
時
刻
表
が
見
え
な
い
。近

く
の
階
段
も
街
灯
の
設
置

が
必
要
で
あ
る
。公
民
館
周

辺
を
点
検
し
安
心
安
全
な

公
共
施
設
に
し
て
ほ
し
い
。

　時
刻
表
の
視
認
性

の
対
応
策
を
早
急
に

講
じ
る
。足
元
を
照
ら
す
街

灯
や
駐
車
場
へ
の
街
灯
の

必
要
性
は
、認
識
し
て
お
り

優
先
順
位
を
見
極
め
安
全

性
を
高
め
る
努
力
を
す
る
。

し
て
い
る
。

　他
の
地
区
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
い
そ
し
む
方
々

が
、社
会
貢
献
し
て
い
る
。

そ
の
姿
を
評
価
し
、※
善
行

者
表
彰
規
定
を
設
置
し
、年

に
一
度
表
彰
を
し
て
は
ど

う
か
。

　長
年
に
わ
た
り
社

会
貢
献
、奉
仕
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
や
個
人

の
功
績
を
た
た
え
表
彰
す

る
の
は
、す
ば
ら
し
い
。新

た
に
善
行
者
表
彰
規
定
を

設
け
な
く
て
も
、北
中
城
村

功
労
者
表
彰
条
例
で
表
彰

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

　島
袋
地
域
か
ら
仲

順
に
入
る
変
形
し
た

十
字
路
交
差
点
は
、イ
オ
ン

モ
ー
ル
に
向
か
う
車
が
往

来
し
、交
通
渋
滞
が
起
き
て

い
る
。近
く
の
縁
ど
こ
ろ
吉

嶺
や
中
央
公
民
館
に
行
く

方
が
横
断
歩
道
を
不
安
な

が
ら
渡
っ
て
い
る
。島
袋
か

ら
仲
順
辺
り
に
右
折
す
る

場
合
は
、左
側
の
車
の
走
行

が
見
え
づ
ら
く
危
険
を
伴

う
こ
と
も
あ
る
。車
の
一
時

停
止
線
、ま
た
は
信
号
機
を

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

　信
号
機
の
設
置

は
、警
察
と
の
調
整

が
必
要
と
な
る
。必
要
性
や

安
全
性
を
考
慮
し
た
設
置

変
形
十
字
路
交
差
点
に
信
号
機
設
置
を

村
長
　視
認
性
の
改
善
に
向
け
対
応
す
る

変形十字路交差点に信号機設置を

問

用
語
説
明

※
善
行
者
表
彰
の
規
定
と
は
、市
町
村
な
ど
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お

り
、市
民
の
模
範
と
な
る
善
行
を
し
た
人
を
表
彰
す
る
も
の
。

詳細は
動画から
チェック!

個
所
の
妥
当
性
な
ど
希
望

ど
お
り
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
る
。信
号
機
設
置
は
厳

し
い
。視
認
性
の
改
善
に
向

け
、沿
道
の
伐
採
な
ど
予
算

状
況
に
応
じ
対
応
す
る
。

　島
袋
地
区
で
は
、古

紙
や
ア
ル
ミ
缶
な
ど

資
源
ご
み
の
回
収
と
分
別

を
行
っ
て
い
る
草
の
根
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が

30
年
余
り
活
躍
し
て
い

る
。回
収
班
は
、区
内
の
お

宅
に
声
掛
け
や
ゆ
ん
た
く

が
て
ら
資
源
ご
み
を
回
収

し
住
民
同
士
の
顔
の
見
え

る
関
係
を
つ
な
い
で
い

る
。ま
た
個
人
で
公
園
内

の
草
刈
り
、清
掃
、四
季

折
々
の
花
を
咲
か
せ
公
園

を
訪
れ
る
村
民
を
笑
顔
に

問

問

答

答

答 街
灯
の
設
置
を

善
行
者
表
彰
の
規
定

の
設
置
を

喜屋武 すま子　議員
きゃん すまこ

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
沖縄そば

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
エッセイ集の出版

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
全村コミュニティバス
の充実
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夜
間
や
休
日
の
消

防
署
で
の
最
低
確
保

人
員
は
８
名
し
か
い
な
い
。

た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
隊
員

で
複
数
の
事
案
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
北
消
防
職
員
数
６２
名
に

対
し
、近
隣
市
町
村
の
消

防
本
部
は
定
数
１
０
０
名

以
上
の
職
員
数
で
あ
る
。

中
北
消
防
の
脆
弱
性
は
否

め
な
い
。市
町
村
の
境
界
線

が
命
の
境
界
線
に
な
っ
て

い
る
。今
後
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
か
。

　
消
防
職
員
と
の
会

議
の
中
で
要
求
す
る

職
員
等
に
つ
い
て
は
配
置

を
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ

る
。そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

だ
と
い
う
こ
と
、更
に
は
中

身
の
充
実
、職
員
の
交
流

等
、今
は
そ
れ
さ
え
も
大
変

厳
し
い
環
境
だ
と
思
う
。現

と
思
っ
て
い
る
。し
か
し
新

年
度
の
教
育
現
場
へ
の
予

算
の
つ
け
方
が
あ
ま
り
に

も
厳
し
く
、昨
今
の
現
状
に

逆
行
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
。村
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
会
計
年
度
任
用
職

員
の
採
用
に
つ
い
て

は
大
変
厳
し
い
環
境
に
あ

る
。教
育
現
場
だ
け
の
境
遇

で
は
な
く
、福
祉
分
野
、そ

の
他
の
分
野
に
つ
い
て
も

同
じ
よ
う
な
査
定
、契
約
を

し
て
い
る
。我
々
の
で
き
る

範
囲
の
中
で
予
算
を
組
ん

で
い
る
。大
変
厳
し
い
判
断

な
の
で
御
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

用
語
説
明

※
し
ま
く
と
ぅ
ば
の
日
と
は
、沖
縄
県
は
本
県
文
化
の
基
層
と
い
え
る「
し
ま

く
と
ぅ
ば
」を
次
世
代
へ
普
及
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
、平
成
18
年
3
月
31
日
に「
し
ま
く
と
ぅ
ば
の
日
に
関
す
る
条
例
」を
制
定

し
、9
月
18
日
を「
し
ま
く
と
ぅ
ば
の
日
」と
し
た
。

問

　
３
月
３
日
か
ら
７

日
の
期
間
、夕
方
に

子
ど
も
達
に
よ
り
し
ま
く

と
ぅ
ば
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
放
送

し
て
い
た
。と
て
も
良
い

試
み
だ
と
思
う
。こ
れ
か

ら
も
こ
ど
も
の
日
の
前
に

と
か
、何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト

の
前
に
単
発
的
な
感
じ
で

続
け
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
実
施
す
る
か
ど
う

か
検
討
し
て
い
こ
う

と
思
う
。例
え
ば
９
月
１８
日

の
県
が
定
め
る
※
し
ま
く

と
ぅ
ば
の
日
に
合
わ
せ
て

放
送
す
る
と
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

状
に
つ
い
て
消
防
職
員
か

ら
し
っ
か
り
と
意
見
等
を

聴
取
し
て
い
き
た
い
。

　
教
職
員
の
業
務
過

多
、教
職
員
の
成
り

手
不
足
に
よ
り
影
響
を
受

け
る
の
は
本
村
の
子
ど
も

達
だ
。子
ど
も
達
の
未
来
へ

大
き
な
影
響
が
あ
る
と
思

う
。教
育
現
場
の
充
実
は
、本

村
の
未
来
を
託
す
子
ど
も

達
へ
の
投
資
で
あ
り
、本
村

の
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る

詳細は
動画から
チェック!

答

答

答

答

問

比嘉 正志 議員
ひが 　    まさし

早期退職者が増えている中北消防

市町村の境界線が命の境界線か
村長　消防職員から意見等を聴取する

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
スクランブルエッグ

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
もう一度、フルマラソン
を完走したい

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
子どもの権利に関する
条例を制定

教
育
現
場
の
充
実
を

夕
方
放
送
し
ま
く

と
ぅ
ば
バ
ー
ジ
ョ
ン

北中城村議会　3月定例議会　一般質問
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夜
間
や
休
日
の
消

防
署
で
の
最
低
確
保

人
員
は
８
名
し
か
い
な
い
。

た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
隊
員

で
複
数
の
事
案
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
北
消
防
職
員
数
６２
名
に

対
し
、近
隣
市
町
村
の
消

防
本
部
は
定
数
１
０
０
名

以
上
の
職
員
数
で
あ
る
。

中
北
消
防
の
脆
弱
性
は
否

め
な
い
。市
町
村
の
境
界
線

が
命
の
境
界
線
に
な
っ
て

い
る
。今
後
ど
の
よ
う
な
対

応
を
考
え
て
い
る
か
。

　
消
防
職
員
と
の
会

議
の
中
で
要
求
す
る

職
員
等
に
つ
い
て
は
配
置

を
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ

る
。そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分

だ
と
い
う
こ
と
、更
に
は
中

身
の
充
実
、職
員
の
交
流

等
、今
は
そ
れ
さ
え
も
大
変

厳
し
い
環
境
だ
と
思
う
。現

と
思
っ
て
い
る
。し
か
し
新

年
度
の
教
育
現
場
へ
の
予

算
の
つ
け
方
が
あ
ま
り
に

も
厳
し
く
、昨
今
の
現
状
に

逆
行
し
て
い
る
よ
う
に
思

う
。村
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
会
計
年
度
任
用
職

員
の
採
用
に
つ
い
て

は
大
変
厳
し
い
環
境
に
あ

る
。教
育
現
場
だ
け
の
境
遇

で
は
な
く
、福
祉
分
野
、そ

の
他
の
分
野
に
つ
い
て
も

同
じ
よ
う
な
査
定
、契
約
を

し
て
い
る
。我
々
の
で
き
る

範
囲
の
中
で
予
算
を
組
ん

で
い
る
。大
変
厳
し
い
判
断

な
の
で
御
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

用
語
説
明

※
し
ま
く
と
ぅ
ば
の
日
と
は
、沖
縄
県
は
本
県
文
化
の
基
層
と
い
え
る「
し
ま

く
と
ぅ
ば
」を
次
世
代
へ
普
及
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
、平
成
18
年
3
月
31
日
に「
し
ま
く
と
ぅ
ば
の
日
に
関
す
る
条
例
」を
制
定

し
、9
月
18
日
を「
し
ま
く
と
ぅ
ば
の
日
」と
し
た
。

問

　
３
月
３
日
か
ら
７

日
の
期
間
、夕
方
に

子
ど
も
達
に
よ
り
し
ま
く

と
ぅ
ば
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
放
送

し
て
い
た
。と
て
も
良
い

試
み
だ
と
思
う
。こ
れ
か

ら
も
こ
ど
も
の
日
の
前
に

と
か
、何
ら
か
の
イ
ベ
ン
ト

の
前
に
単
発
的
な
感
じ
で

続
け
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
実
施
す
る
か
ど
う

か
検
討
し
て
い
こ
う

と
思
う
。例
え
ば
９
月
１８
日

の
県
が
定
め
る
※
し
ま
く

と
ぅ
ば
の
日
に
合
わ
せ
て

放
送
す
る
と
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

状
に
つ
い
て
消
防
職
員
か

ら
し
っ
か
り
と
意
見
等
を

聴
取
し
て
い
き
た
い
。

　
教
職
員
の
業
務
過

多
、教
職
員
の
成
り

手
不
足
に
よ
り
影
響
を
受

け
る
の
は
本
村
の
子
ど
も

達
だ
。子
ど
も
達
の
未
来
へ

大
き
な
影
響
が
あ
る
と
思

う
。教
育
現
場
の
充
実
は
、本

村
の
未
来
を
託
す
子
ど
も

達
へ
の
投
資
で
あ
り
、本
村

の
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る

詳細は
動画から
チェック!

答

答

答

答

問

比嘉 正志 議員
ひが 　    まさし

早期退職者が増えている中北消防

市町村の境界線が命の境界線か
村長　消防職員から意見等を聴取する

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
スクランブルエッグ

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
もう一度、フルマラソン
を完走したい

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
子どもの権利に関する
条例を制定

教
育
現
場
の
充
実
を

夕
方
放
送
し
ま
く

と
ぅ
ば
バ
ー
ジ
ョ
ン

北中城村議会　3月定例議会　一般質問
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姉
妹
都
市
葛
巻
町
小

中
学
校
の
子
達
と
、リ

モ
ー
ト
交
流
は
可
能
か
。

　

　
学
校
同
士
で
、準
備

調
整
し
な
が
ら
リ

モ
ー
ト
交
流
が
進
め
ら
れ

れ
ば
と
考
え
る
。

で
も
O
K
。生
涯
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
一
つ
の
健
康
づ
く
り

の
特
効
薬
に
な
る
か
と
思

う
の
で
是
非
検
討
を
。　

　
行
政
で
や
る
事
に

大
変
有
効
か
と
思
っ

て
い
る
の
で
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

　
高
齢
者
に
は
長
寿

検
診
よ
り
は
認
知
症

検
診
を
、早
期
発
見
早
期
治

療
で
解
消
さ
れ
る
と
思
う
。

第
9
次
高
齢
者
福
祉
計
画

の
進
捗
状
況
は
。

　

　
第
９
次
計
画
に
お

い
て「
認
知
症
施
策

の
充
実
」と
し
て
取
組
を

推
奨
。認
知
症
対
策
に
つ

い
て
は
、第
10
次
計
画
で
検

討
し
た
い
。

　
学
校
に
行
け
な
い

（
不
登
校
）児
童
生

徒
、卒
業
後
の
寄
り
添
い

の
具
体
的
な
支
援
状
況
は
。

　
児
童
生
徒
が
引
き

こ
も
り
予
備
軍
と
な

ら
な
い
為
に
も
、家
庭
と
連

携
し
な
が
ら
支
援
に
あ
た

る
。更
に
学
校
、教
育
委
員

会
、福
祉
課
、健
康
保
険
課

と
も
連
携
を
す
る
。早
期
予

防
早
期
治
療
の
取
組
は
、義

務
教
育
期
間
中
に
お
い
て

は
福
祉
課
、健
康
保
険
課
と

連
携
し
児
童
生
徒
・
保
護
者

の
ケ
ア
に
努
め
る
。将
来
の

懸
念
に
つ
い
て
は
、支
援
が

必
要
な
場
合
は
情
報
連
携

し
、適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
利

学
校
に
行
け
な
い
児
童
生
徒
に
適
切
な
支
援
を

村
長
　
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
も
含
め
支
援
を
進
め
た
い

問

用
語
説
明

※
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は
、不
登
校
や
引
き
こ
も
り
、発
達
障
害
な
ど
の

理
由
で
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
民
間
の
教
育
機

関
。学
校
へ
の
復
帰
や
勉
強
を
目
的
と
す
る
だ
け
で
は
な
く
、居
場
所
や

社
会
的
自
立
を
支
援
す
る
。

詳細は
動画から
チェック!

用
等
を
含
め
支
援
を
進
め

た
い
。　

児
童
生
徒
へ
の
取

組
と
い
う
事
で
、フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
、リ
モ
ー
ト

教
育
と
か
、将
来
的
な
考
え

は
。

　
必
要
に
応
じ
、※
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
連

携
し
、児
童
生
徒
の
成
長
保

障
に
努
め
る
。リ
モ
ー
ト
教

育
は
、必
要
に
応
じ
実
施
す

る
。

　
健
康
づ
く
り
に
繋

が
る
か
と
思
う
歩
け

歩
け
運
動
、地
域
で
ラ
ジ
オ

体
操
な
ど
。他
の
自
治
体
に

お
い
て
は
、住
民
1
人
１
ス

ポ
ー
ツ
運
動
で
、運
動
は
何

問

問

答

答

答答

答

健
康
づ
く
り
は
１
人

１
ス
ポ
ー
ツ
運
動
を

姉
妹
都
市
葛
巻
町
小

中
学
校
と
リ
モ
ー
ト

交
流
を

問問

山田 晴憲　議員
やまだ はるのり

・月イチで食べたいもの
は？　　　　　　　　
お袋の味

・いつか挑戦してみたい
こと　　　　　　　　
世界一周クルージング

・北中城村に今、必要な
もの　　　　　　　　
村民みなさんが健康で
平和な村づくり

学校に行けない児童生徒をゼロに
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きくらげで健康増進、地場産業の可能性を探る

■【調査日】令和７年４月８日（火）
■【調査場所】旭イノベーション（北中ファーム）
■【参加議員】建設文教常任委員会委員７名
■【調査項目】木耳（きくらげ）栽培
　北中城村内で農薬などの化学物質を一切使用せず木
耳（きくらげ）栽培に取り組んでいる旭イノベーションを
調査した。旭イノベーションは2018年にウェブマーケ
ティング会社として起業、2021年から農事業に参入、北
中城村渡口で耕作放棄地となっていた場所をリノベーションして北中ファームをスタートさせている。現
在は月１回収穫の年間２５トンを生産している。
　北中ファームにおいては、生きくらげや天日きくらげの販売から加工品であるパウダー、ゼリー、バ
タークッキーも販売しており、また、県内各自治体、団体などの収穫体験を利用して販路拡大に努めてい
る状況にある。
　独自の方法で栽培する旭イノベーション（北中ファーム）のきくらげは、日本食品分析センターで分析
したところ一般的な乾燥きくらげよりもビタミンDや水溶性食物繊維、βグルカンが多く含まれているこ
とが分かった。効果としては、腸内環境を整え、中性脂肪・コレストロール値・血糖値を下げる効果、骨密
度も上げる効果が期待できるという。
　スマート農業としての独自の技術とノウハウからなる価値についてもその発展性が大いに期待でき
る。議会として地場産業を盛り上げ、北中ファームが目指す６次産業化に対する支援をいかに構築できる
かがポイントであるが、旭イノベーションが持つ成長性とポテンシャルはかなり高い。今後とも建設文教
常任委員会並びに議員個々で意見交換を続けていく必要がある。

現場主義・活動する議会

所管事務調査

北中城村商工会との意見交換会

企業力で共に
頑張る盛り上げる！

■〈開催日〉令和７年２月２８日（金）　■〈場所〉北中城村立中央公民館
■〈参加議員〉全議員
■〈研修内容〉北中城村商工会活動内容と課題等
　これまで、祭りの出店や社協への食料の寄贈、巨大卒業証書フォト
事業など様々な形で北中城村を盛り上げてきた北中城村商工会で
あるが、今回、商工会（親会）、建設業部会、商業部会、青年部、女性部
の役員理事の皆さんと意見交換会を行った。
　議会の視点と商工会の視点を見ても共有することもあれば逆に
学ばされることが多くあったが、特に、北中城村の振興発展や課題解決につながるものとして、北中城
村中小企業・小規模企業振興基本条例の制定や物価高騰による工事単価の見直し、地元優先発注、中
城村と連携した観光振興策、姉妹都市の葛巻町との物産展の復活、きたなかマルシェ、キッタニア、ウェ
ルネス事業など各部会から合計１３項目の提案・要望等があった。
　ライカム地区の開発で商業地域として注目される北中城村であるが、今後の商工会の視点や取組み
が実りあるものにつながっていくといえます。議会も二人三脚で地域の課題解決や振興発展につなげ
ていければといえます。

交流活動報告
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弥勒世果報を後世に議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員

平
安
山
　和
美

　
今
年
は
戦
後
80
年
を

迎
え
ま
す
。唯
一
の
地

上
戦
を
経
験
し
多
大
な

被
害
を
受
け
た
沖
縄
に

お
い
て
、平
和
に
対
す

る
想
い
や
願
い
は
ど
こ

よ
り
も
強
い
県
民
意
識

が
あ
る
と
い
え
る
。

　
１
９
９
５
年
戦
後
50

年
の
節
目
の
年
に
当
時

の
大
田
昌
秀
知
事
に
よ

り
沖
縄
戦
な
ど
で
亡
く

な
ら
れ
た
全
て
の
戦
没

者
を
追
悼
し
、恒
久
平

和
を
願
い
発
信
す
る
場

と
し
て
、糸
満
市
摩
文

仁
に「
平
和
の
礎
」が
建

設
さ
れ
た
。

　
あ
れ
か
ら
30
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
中

で
も
毎
年
礎
に
は
追
加

刻
銘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
我
が
村
に
お
い
て

は
、２
０
２
２
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
沖
縄『
平
和
の
礎
』名
前
を
読
み

上
げ
る
集
い
」が
今
年
も
６
月
に

行
わ
れ
る
。こ
れ
ま
で
読
み
上
げ

に
参
加
し
た
方
々
か
ら
は
近
親

者
の
名
前
が
あ
る
と
自
然
と
涙

が
溢
れ
て
く
る
と
聞
い
た
。そ
の

涙
で
世
界
が
清
め
ら
れ「
弥
勒
世

果
報
」の
世
界
が
実
現
す
る
た
め

に
も
ず
っ
と
こ
の
取
組
み
を
続

け
て
い
き
た
い
。

編集
後記

議長の
部屋

議長 名幸利積議長 名幸利積

３月定例議会振り返り

　令和７年３月１２日（水）に広報調査特別委員会
の委員長と副委員長の２名でFMギノワンにお邪
魔して議会一般質問の傍聴への案内をしてきま
した。
　今３月定例議会は全議員が登壇することになっ
ていたので、ひとりでも多くの方々に興味を持っ
て頂きたく案内しました。
　近年、我が村においても投票率が低くなってい
る傾向にあり、それを止めるべく出来る限りの取
組みをしていきたい。

　今回初の試みとして予算審議等を本会議場で行った。音響設備が整っ
ている議場での審議は発言がより明確になりスムーズな審議ができたと思う。新年
度予算では、削減された保育所の補助事業で修正動議や附帯意見が出されて議論
の的となり、その結果、削減方針が撤回された。これは審議の成果と言える。
　その他、情報通信関係条例や第五次基本構想については、DX行政がどう住民
サービスに繋がるのか、将来ビジョンがどう北中城村に反映、発展をもたらすのか今
後の具体策及び実行力が求められる。一般質問は議長を除く全議員が登壇した。議
員の熱意は伝わったが、やや質問趣旨の曖昧さや時間切れ等もあったので、今後は
質問の目的と成果を意識して理論構成で臨んでもらいたい。会期中、熱心に議論して頂いた議員各位、
執行部並びに傍聴者の皆さんに感謝をします。

議会傍聴に 旭日単光章受章
おめでとうございます

　この度、令和６年１２月１日付けで元北中城村議
会議員の比嘉功助氏と安里誠晁氏の両氏が旭日
単光章を受章され、その受章報告の為に、令和７
年４月７日に名幸利積議長を表敬訪問した。
　比嘉功助氏（８８歳）は昭和５７年９月～平成１０
年９月までの４期１６年（副議長１期）、安里誠晁氏
（８８歳）は昭和６１年９月～平成１０年９月の３期１２
年北中城村議会議員を務めた。両氏は地方自治
の発展の為に尽力した功績が認められて今回の
受章となった。
　お二人の引き続きのご活躍とご健康を祈念し
ております。

いらっしゃい！

安里誠晁氏 比嘉功助氏
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